








I ・水腎症に関する検討

　水腎症は,血尿,蛋白尿,肉眼的血尿を主訴として偶然の機会に発見されるこ

ともあり,また,無症状に経過する症例もときにみられる。また,反復する尿路

感染症の症例に発見される場合が多い。

　しかし,その治療ならびに処置について,一般に非観血的治療に終始し,永年,

経過観察が行われている症例が多い。


